
r詩
人
」
の
終
焉
と
始
発

林
富
士
馬
・
公
表
第
一
作
品
の
推
定
、
そ
の
他

碓
　
井
　
雄
　
一

　
林
富
士
馬
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
て
精
力
を
傾
注
し
た
年
譜
・
研
究

　
　
　
　
　
ハ
　
　

史
整
理
の
為
事
は
、
当
時
と
し
て
は
最
も
精
緻
な
為
事
で
あ
っ
た
と
自

　
　
　
　
　

負
す
る
。
費
や
す
労
力
も
一
通
り
で
は
な
か
っ
た
。
同
様
の
為
事
に
当

ら
れ
た
経
験
を
持
つ
研
究
者
か
ら
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
理
解
を
得
ら

れ

る
が
、
可
惜
、
こ
の
種
の
為
事
は
「
論
文
」
と
は
見
倣
さ
れ
ず
、

rそ
の

他
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
私
の
研

究
業
績
書
は
「
そ
の
他
」
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。
今
回
も
「
そ
の
他
」

を
充
実
さ
せ
る
為
事
に
な
る
こ
と
と
推
定
す
る
次
第
で
あ
る
。
為
念
、

私
は

私
の
為
事
の
全
て
を
「
論
文
」
の
つ
も
り
で
公
表
し
て
お
り
、
私

自
身
が
「
そ
の
他
」
と
考
え
た
こ
と
は
一
度
と
し
て
な
い
。

　
そ

れ

は
さ
て
お
き
、
林
富
士
馬
と
い
う
詩
人
が
「
詩
人
」
と
し
て
誕

生

し
た
の
は
何
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
詩
人
主
体
は
、

ど
の
よ
う
に
終
焉
を
迎
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
如
上
の
問
い
を
設
け
る

と
き
、
林
の
生
涯
に
わ
た
る
同
人
誌
へ
の
執
着
、
始
発
期
へ
の
注
目
と

終
焉
の
確
認
は
有
意
義
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
主
宰
、
あ
る
い
は
中
心

と
し
て
運
営
に
当
っ
た
同
人
誌
を
掲
げ
て
お
く
。
誌
名
後
マ
ル
括
弧
内

は

創
刊
年

（西
暦
略
記
）
、
主
要
同
人
で
あ
る
。
『
天
性
」
（
4
0
、
伊
東

静
雄
・
大
谷
正
雄
）
、
『
ま
ほ
ろ
ば
』
（
4
2
、
知
念
榮
喜
・
山
川
弘
至
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

『
曼
茶
羅
』
（
4
4
、
個
人
誌
。
寄
稿
に
島
尾
敏
雄
・
三
島
由
紀
夫
）
、
『
光

耀
』
（
4
6
、
島
尾
敏
雄
・
庄
野
潤
三
・
三
島
由
紀
夫
）
、
『
新
現
實
』
（
4
8
、

近
藤
芳
美
・
齋
田
昭
吉
・
櫻
岡
孝
治
）
、
『
三
角
帽
子
』
（
5
1
、
綜
屋
鎌

吉
・
西
垣
脩
）
、
『
プ
シ
ケ
』
（
5
2
、
太
田
浩
・
瀬
古
隆
一
郎
．
山
岸
外

史
）
、
『
破
璃
』
（
5
5
、
太
田
浩
・
葉
山
修
平
。
寄
稿
に
山
岸
外
史
）
、

『
ポ
リ
タ
イ
ア
』
（
6
8
、
麻
生
良
方
・
世
耕
政
隆
・
檀
一
雄
・
芳
賀
檀
・

眞
鍋
呉
夫
）
、
『
公
園
」
（
7
8
、
伊
藤
桂
一
・
大
森
光
章
・
加
藤
幸
子
・

駒
田
信
二
・
庄
司
肇
・
別
所
真
紀
子
・
眞
鍋
呉
夫
）
、
『
行
々
子
』
（
8
4
、

勝
呂
睦
男
・
千
田
佳
代
・
森
孝
一
）
、
『
と
き
じ
く
』
（
9
7
、
碓
井
雄
一
．

勝

呂
睦
男
）
。
一
九
五
八
年
七
月
よ
り
一
九
八
〇
年
九
月
ま
で
の
長
期
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に

わ

た
り
、
『
文
學
界
』
（
文
藝
春
秋
）
誌
「
同
人
雑
誌
評
」
を
担
当
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た

こ
と
も
周
知
で
あ
ろ
う
。

　
煩
を
厭
わ
ず
私
が
誌
名
列
挙
に
紙
幅
を
費
や
し
た
の
は
、
林
の
、
同

人
誌

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
へ
の
執
着
が
、
文
字
通
り
「
詩
人
」
的
な
感
性

に

基
づ

く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
私
的
記
述

を
敢
え
て
す
る
。
晩
年
の
林
の
知
遇
を
得
た
私
は
林
か
ら
一
三
〇
通
の

書
信

を
得
て
い
る
が
、
そ
の
中
、
生
前
最
後
の
同
人
誌
と
な
っ
た
『
と

き
じ
く
』
発
足
に
際
し
て
の
二
通
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
も
無
意
味
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

　
冠
省
。
急
に
思
い
つ
い
た
と
云
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
先

づ

は
じ
め
、
二
人
で
冊
子
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
金
が
な
い

の

で
、
ど
ん
な
形
式
で
も
よ
い
、
原
稿
用
紙
二
、
三
枚
く
ら
い
の
原

稿
か
ら
は
じ
め
る
の
で
す
。
先
づ
二
人
で
書
い
た
も
の
を
、
賛
成
し
、

加
勢
し
て
v
れ
た
人
に
送
り
、
二
集
、
三
集
と
自
然
と
人
数
も
増
え

た
ら
、
と
思
う
の
で
す
。
忌
憧
の
な
い
あ
な
た
の
意
見
聞
き
た
い
わ

け
で
す
。
と
に
か
く
、
さ
っ
そ
く
実
行
し
て
み
た
い
の
で
す
が
、
小

生
、
急
に
毫
線
し
は
じ
め
、
自
信
な
い
の
で
、
あ
な
た
に
相
談
す
る

の

で

す
。
蟷
螂
の
斧
と
は
知
り
な
が
ら
、
な
に
か
書
き
訴
え
つ
ゴ
け

た

い

の

で

す
。
誰
に
g
l
と
云
う
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
先
づ

1
冊
つ
く
り
、
そ
の
趣
旨
と
我
々
二
人
の
、
そ
の
創
刊
号
を
送
っ
て

み

た
い
わ
け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
・
1
1
・
1
7
付
）

　
拝
復
。
小
生
の
最
後
の
同
人
冊
子
（
小
生
、
「
ま
ほ
ろ
ば
」
か
ら

何
冊
の
同
人
冊
子
を
編
み
つ
ゴ
け
て
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も

貴
兄
の

加
勢
を
得
て
整
理
し
、
自
分
の
唯
一
の
生
涯
の
文
学
的
営
為

と
し
て
誇
り
た
い
）
に
賛
成
し
て
下
す
っ
て
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

二
十
三

日
、
お
め
に
か
＼
る
こ
と
た
の
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
貴
兄

の

忌
揮
の
な
い
意
見
も
聞
き
た
い
。
先
づ
、
誌
名
を
考
え
て
お
い
て

下

さ
い
。
謄
写
刷
り
で
も
よ
い
、
と
に
か
く
二
人
で
発
足
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
何
卒
、
勇
猛
適
進
し
て
下
さ
い
。
商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

を
（
同
人
冊
子
の
力
で
）
フ
ン
砕
し
た
い
。
（
略
）
我
々
で
同
人
冊

子
の
系
譜
を
樹
立
し
て
現
在
の
商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
充
分
に
対

抗

し
て
み
た
い
で
す
。
当
時
の
商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
な
か
に
吸

収

さ
れ
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
、
「
名
門
同
人
冊
子
」
の
名
前
が
残
っ

て
い

ま
す
が
、
小
生
ら
は
吸
収
さ
れ
る
よ
り
、
現
在
の
商
業
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
粉
砕
し
た
い
。
滑
稽
な
こ
と
で
す
が
、
小
生
の
最
後
の

r夢
」
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
・
1
1
・
2
1
付
）

　
齢
八
o
を
超
え
て
な
お
絶
え
な
い
詩
心
を
読
み
取
り
た
い
。
一
通
目
、

〈
蟷
螂
の
斧
と
は
知
り
な
が
ら
、
な
に
か
書
き
訴
え
つ
ゴ
け
た
い
の
で

す
。
誰
に
g
：
と
云
う
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
す
〉
の
文
言
が
あ
る
。

二
通
目
に
は
〈
我
々
で
同
人
冊
子
の
系
譜
を
樹
立
し
て
現
在
の
商
業
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
に
充
分
に
対
抗
し
て
み
た
い
〉
と
あ
る
。
志
は
明
ら
か
で
あ

る
。
林
に
と
っ
て
文
学
と
は
、
い
わ
ば
見
果
て
ぬ
夢
と
し
て
抱
か
れ
続

け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
書
信
に
は
く
小
さ
な
小
さ
な
（
併
し
、
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精
一
杯
だ
っ
た
）
小
生
の
「
文
学
的
営
為
」
？
、
あ
な
た
の
力
を
借
り

て
、
と
に
か
く
一
人
の
文
学
少
年
（
い
ま
は
老
年
）
の
精
一
杯
の
生
涯

の

小

さ
な
仕
事
を
ま
と
め
て
死
に
た
い
V
（
9
6
・
5
・
9
付
）
と
い
う

表
白
も
あ
る
。
い
ま
・
こ
こ
に
な
い
も
の
に
対
す
る
憶
む
こ
と
の
な
い

憧
憬
、
ロ
マ
ン
詩
人
と
し
て
の
林
の
面
目
は
、
い
ま
・
こ
こ
へ
の
拒
絶
、

い

ま
・
こ
こ
か
ら
の
再
生
と
い
う
風
に
保
た
れ
続
け
る
。
林
に
と
っ
て

同
人
誌
を
再
編
し
続
け
る
と
い
う
営
み
は
、
詩
人
主
体
再
生
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
を

不
可
欠

な
試
み
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
当
為
と
し
て
の
反
復

的
同
人
誌
創
刊
で
あ
っ
た
訳
で
あ
る
。

　
煩
む

こ
と
の
な
い
憧
憬
は
次
の
よ
う
に
終
焉
を
迎
え
た
。
先
述
の
通

り
、
最
後
の
同
人
誌
と
な
っ
た
の
が
、
私
が
編
輯
作
業
を
一
任
さ
れ
た

『
と
き
じ
く
』
で
あ
る
。
　
一
九
九
七
年
七
月
創
刊
、
翌
年
一
月
発
行
の

第
二
号
が
終
刊
、
第
二
号
に
寄
せ
た
「
不
思
議
に
海
は
躊
躇
う
て
（
碓

井
君
宛
の
手
紙
）
」
が
林
の
生
前
最
後
の
公
表
文
章
と
な
っ
た
。
こ
こ

に

創
刊
号
掲
載
「
蟷
螂
の
斧
」
の
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。
公
共
図
書
館

等
へ
の
寄
贈
を
全
く
行
わ
ず
、
全
五
〇
部
発
行
の
現
存
部
数
は
私
の
手

許
に

あ
る
一
部
を
含
め
、
極
め
て
少
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。
字
サ
ゲ
の
処
理
を
施
さ
な
い
。

　
中
学
校
時
代
、
池
田
弥
三
郎
君
な
ど
と
始
め
た
回
覧
冊
子
か
ら
続
け

て
現
在

ま
で
、
絶
え
ず
、
そ
の
時
々
に
知
り
合
っ
た
友
人
仲
間
と
、
同

人
冊
子
を

編
み

続

け
て
来
た
。
今
度
、
こ
の
「
と
き
じ
く
」
（
登
岐
士

玖
能
迦
玖
能
木
実
）
が
最
後
に
な
ろ
う
。
又
、
最
後
に
し
た
い
。
編
集

一
切
は
碓
井
雄
一
君
が
、
そ
の
こ
と
に
あ
た
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　
自
分
と
し
て
は
、
現
在
自
分
が
身
近
な
人
と
勝
手
に
考
え
て
い
る
誰

れ
や
彼
へ
の
手
紙
、
つ
ま
り
は
回
覧
冊
子
の
心
算
で
あ
る
。

　
何
の
た
め
に
書
く
の
か
？
　
書
き
た
い
の
か
？
　
そ
の
時
々
の
自
分

の

考

え
や
悩
み
な
ど
を
、
自
分
自
身
の
た
め
に
整
理
し
、
明
瞭
に
し
た

い

た

め

に

書
く
。
自
分
自
身
を
勇
気
づ
け
る
た
め
に
書
く
。
と
同
時
に
、

否
応

な
く
、
自
分
は
こ
の
世
間
、
群
衆
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を
悟
ら
ざ

る
を
得
ぬ
の
で
、
そ
の
「
群
衆
に
対
し
」
発
言
し
た
い
の
で
書
く
。
そ

の

発
言
が
「
蟷
螂
の
斧
」
で
あ
る
こ
と
は
充
分
に
経
験
し
、
知
っ
て
い

る
が
、
そ
の
「
蟷
螂
の
斧
」
を
、
此
の
場
所
で
振
い
た
い
。

　
一
般
に
は
自
分
の
力
相
応
を
知
ら
ず
、
自
分
自
身
を
買
い
か
ぶ
っ
て

い

る
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
斉
の
荘
公
は
、
「
蟷
螂
の

斧
」
を
大
い
に
認
め
て
い
た
で
は
な
い
か
。

　
私
は

現
在
の
商
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
テ
レ
ビ
の
番
組
、
週
刊
雑
誌

の

類
が
余
り
に
広
告
に
占
領
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
腹
を
立
て
て
い
る
。

勿
論
、
民
放
を
は
じ
め
、
新
聞
、
雑
誌
が
広
告
費
に
頼
っ
て
い
る
こ
と

は
知
っ
て
い
る
が
、
ち
と
、
ひ
ど
過
ぎ
は
し
な
い
か
。
言
論
の
自
由
は

判
っ
て
い
る
が
、
「
報
道
」
の
根
本
は
努
め
て
「
真
実
？
」
を
知
ら
せ

る
こ
と
に
勇
気
を
持
ち
、
努
力
す
る
こ
と
だ
と
思
う
の
だ
が
。
「
報
道
」

に

ま
で
「
識
者
、
大
衆
に
媚
び
」
低
級
な
娯
楽
性
だ
け
を
大
切
に
し
て

い

る
こ
と
に
我
慢
出
来
な
い
。
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林
は
、
い
わ
ば
紐
付
き
で
は
な
い
文
藝
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
樹
立
へ
の

志

を
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
右
の
文
章
に
お
い
て
林
は

〈
中
学
校
時
代
、
池
田
弥
三
郎
君
な
ど
と
始
め
た
回
覧
冊
子
か
ら
続
け

て

現
在

ま
で
、
絶
え
ず
、
そ
の
時
々
に
知
り
合
っ
た
友
人
仲
間
と
、
同

人

冊
子

を
編
み
続
け
て
来
た
〉
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
〈
回
覧
冊
子
〉

に

つ
き
私
は
未
確
認
で
あ
る
。
但
、
「
東
京
は
銀
座
っ
子
」
（
『
池
田
彌

三
郎
著
作
集
第
十
巻
』
月
報
、
角
川
書
店
、
8
0
・
3
）
に
お
い
て
は

池

田
君
は
中
学
四
年
か
ら
慶
応
大
学
に
行
き
、
塩
津
君
は
五
年
を

卒
業
し
て
か
ら
慶
応
の
仏
文
科
に
行
き
、
な
か
な
か
上
級
の
学
校

の

入
学
試
験
を

通

る
こ
と
の
で
き
な
く
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た

私
も
亦
、
さ
ら
に
遅
れ
て
慶
応
の
文
科
に
籍
を
お
く
よ
う
に
な
り
、

さ
っ
そ
く
、
同
人
雑
誌
を
は
じ
め
た
り
し
て
、
三
人
は
よ
く
銀
座

で
会
っ
た
。

と
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
き

た
い
。

　
池

田
彌
三
郎
は
「
自
撰
年
譜
」
（
前
出
『
著
作
集
第
十
巻
」
所
収
）

に

お

い

て
、
第
一
東
京
市
立
中
学
校
の
〈
同
級
生
・
同
期
生
〉
と
し
て
、

館
野
守

男
・
家
永
三
郎
・
尾
上
浩
彦
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
林
の
、

『
著
作
集
』
月
報
へ
の
寄
稿
は
池
田
本
人
の
要
請
に
よ
る
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
り
、
池
田
に
お
い
て
、
林
の
存
在
は
忘
れ
難
く
印
象
さ
れ

て
い

た
筈
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
林
の
氏
名
も
掲
げ
ら
れ

て
い

て
然

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
池
田
は
中
学
校
時
代

の

同
人
誌
発
行
の
件
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
同
年
譜
「
昭
和
九
年
」
の

項
に
は
、

　
　
生
家
天
金
の

広
告
雑
誌
と
い
う
形
で
、
『
ひ
と
』
創
刊
。
一
号
は

　
　
二
月
二
〇
日
発
行
。
終
刊
と
な
っ
た
の
は
一
七
号
、
一
二
年
四
月

　
　
二
〇
日
o
ほ
ぼ
国
文
科
の
学
生
時
代
と
重
な
り
、
中
途
か
ら
、
国

　
　
文
科
の
同
人
雑
誌
風
に
な
っ
た
。

と
あ
る
。
〈
国
文
科
〉
は
前
掲
林
文
に
明
ら
か
な
よ
う
に
慶
雁
義
塾
大

学
、
〈
天
金
〉
は
東
京
市
内
で
も
有
名
な
天
婦
羅
屋
で
あ
る
。
天
金
店

主
の

池

田
金
太
郎
が
『
ひ
と
』
の
「
編
輯
兼
発
行
人
」
を
務
め
て
い
る

が
、
実
質
的
に
は
実
子
の
彌
三
郎
が
自
由
に
編
輯
し
て
い
た
も
の
と
推

定

さ
れ
る
。
発
行
所
は
京
橋
区
銀
座
西
五
ノ
五
、
天
金
内
に
置
か
れ
た

F天
釣
居
」
で
あ
る
。
確
認
し
得
た
各
号
に
（
第
＝
一
号
を
除
く
）
、
創

刊
号
二
茶
序
説
」
を
始
発
と
し
て
彌
三
郎
が
真
摯
な
論
孜
を
精
力
的

に

掲
載
し
、
井
筒
俊
彦
が
第
二
号
（
3
4
・
5
）
に
論
孜
「
言
と
言
葉

ー
ガ
ー
デ
イ
ナ
氏
の
理
論
紹
介
」
、
第
七
号
（
3
5
・
3
）
に
論
孜

F文
体
論
概
説
　
　
バ
イ
イ
学
の
根
本
原
理
」
を
、
戸
板
康
二
が
第
一

三
号

（
3
6
．
6
）
に
随
想
「
歌
舞
伎
の
嘆
き
」
、
第
一
四
号
（
3
6
’
　
2
）

に

紀
行
文

「
大
間
」
、
第
一
五
号
（
3
6
・
1
1
）
に
紀
行
文
「
沓
掛
」
を

寄
せ
て
い
る
。
昭
和
学
術
／
文
藝
史
に
特
異
な
足
跡
を
残
し
た
著
述
者

た
ち
の
揺
藍
と
も
称
す
べ
き
、
単
な
る
〈
広
告
雑
誌
〉
な
ど
で
は
な
い
、

品
格
と
余
裕
を
保
つ
同
人
誌
で
あ
る
。

　
同
誌
の
第
一
号
～
第
七
号
・
第
九
号
・
第
一
一
号
～
終
刊
第
一
七
号
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を
手
許
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
林
の
寄
稿
を
確
認
し
得
た
の
が
、
第

四
号

「
長
崎
1
あ
る
切
り
ぬ
き
」
（
3
4
・
9
）
、
第
五
号
「
秋
」
（
3
4
・

1
）
、
第
一
1
1
1
［
b
　
r
文
学
少
年
ら
し
い
手
紙
の
こ
と
な
ど
の
感
傷

続
長
崎
記
」
、
第
一
四
［
b
　
F
F
鼠
」
に
就
て
」
、
第
一
六
号
「
稽
古
草
子
」

（
3
・
1
）
、
以
上
で
あ
る
。

　
池

田
の
回
想
に
林
の
い
わ
ゆ
る
〈
中
学
校
時
代
の
回
覧
冊
子
〉
へ
の

言
及
が

な
い
の
も
釈
然
と
し
な
い
も
の
が
あ
り
、
林
の
「
東
京
は
銀
座
っ

子
」
に
お
け
る
回
想
で
は
〈
慶
応
の
文
科
に
籍
を
お
く
よ
う
に
な
り
、

さ
っ
そ
く
、
同
人
雑
誌
を
は
じ
め
た
〉
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

F蟷
螂
の
斧
」
に
お
け
る
回
想
〈
中
学
校
時
代
、
池
田
弥
三
郎
君
な
ど

と
始
め
た
回
覧
冊
子
〉
は
、
林
の
記
憶
違
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
ひ

と
』
未
確
認
分
第
八
号
・
第
一
〇
号
の
探
求
に
努
め
る
こ
と
は
勿

論

で

あ
る
が
、
慶
雁
義
塾
大
学
予
科
入
学
（
3
2
．
4
）
・
中
退
（
3
8
・

3
）
、
日
本
医
科
大
学
予
科
入
学
（
同
・
4
）
の
間
の
動
向
に
鑑
み
、

林
の
最
初
の
公
表
文
章
は
「
長
崎
　
あ
る
切
り
ぬ
き
」
で
あ
る
と
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
点
で
は
推
定
し
て
お
き
た
い
。
以
下
に
全
文
を
掲
げ
る
（
傍
点
原
文
）
。

字
サ

ゲ
の

処
理
を

施
さ
な
い
。

　
僕
－
早
岐
で
長
崎
行
き
の
列
車
を
待
ち
な
が
ら
ト
ラ
ン
ク
を
膝
に

し
て
葉
書
を
書
い
た
。
葉
書
は
魚
の
匂
が
し
た
。
始
め
て
の
た
ば
こ
に

心
も
ち
震
え
な
が
ら
、
燐
寸
を
す
つ
た
。
煙
が
白
い
鱗
雲
の
如
く
に
綺

麗
で

あ
る
。
午
前
四
時
を
掛
け
時
計
が
欠
伸
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
旅
　

　
な
に
も
か
も
サ
イ
ダ
i
壇
と
一
緒
に
捨
て
s
し
ま
つ
て
食
堂

車
に
出
掛
け
や
う
。
夜
通
し
枕
の
な
か
を
往
復
す
る
機
関
車
。
床
の
な

か

で
海
が
舌
な
め
ず
り
を
す
る
し
、
市
電
が
耳
の
な
か
で
揺
れ
る
。
茶

代

は
い
く
ら
く
ら
い
置
く
も
の
だ
ら
う
。

　
長
崎
ー
日
本
に
生
れ
た
「
わ
た
し
の
ク
リ
ス
ト
」
は
必
し
も
ガ
リ

ラ
ヤ
の
湖
を
眺
め
て
ゐ
な
い
。
赤
あ
か
と
実
の
つ
た
柿
の
木
の
下
に
長

崎
の
入
江
が
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
（
芥
川
龍
之
介
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
コ

　
大
浦
天
主
堂－
天
蓋
は
ほ
ん
の
り
と
黄
が
か
つ
た
優
し
い
み
つ
色

に

彩
ら
れ
猫
の
目
の
や
う
な
星
が
光
り
鐘
め
て
あ
つ
た
。
青
、
赤
、
黄
、

緑
、
紫
、
だ
い
だ
い
、
の
硝
子
窓
を
透
し
て
白
昼
初
夏
の
太
陽
に
南
欧

風
小
径
の
蔓
薔
薇
が
、
青
、
赤
、
黄
、
緑
だ
い
だ
い
、
紫
の
七
色
彩
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
が
め
ら
れ
る
。
長
崎
港
は
塀
の
窓
越
し
に
、
き
や
ま
ん
細
工
だ
。

　

日
本
の
聖
母
ま
り
あ
像
　
　
め
を
と
ち
る
と
わ
た
し
は
す
つ
か
り
あ

な
た
に
な
つ
て
し
も
う
。
わ
た
し
は
な
が
さ
き
に
ゐ
る
。
あ
な
た
は
今

ど

こ
に
ゐ
る
か

　
又－
遠
く
離
れ
て
ま
た
得
難
き
人
を
思
ふ
日
に
あ
り
て
、
わ
れ
は

心
か

ら
な
る
ま
こ
と
の
愛
を
学
び
得
た
り
。
そ
は
求
む
る
と
こ
ろ
な
き

愛
な
り
。
そ
は
信
ふ
か
き
少
女
子
の
願
ふ
こ
と
な
き
日
も
、
聖
母
マ
リ

ア

の

像
の
前
に
指
を
組
む
心
な
り
。
（
佐
藤
春
夫
）

　
又
　
　
そ
の
時
か
ら
、
ま
も
な
い
ほ
ど
と
覚
え
ま
う
す
る
。
を
な
ん

こ
の
姿
が
ふ
と
町
か
ら
消
え
た
。
小
町
は
け
い
せ
い
に
売
ら
れ
た
、
い

な
唐
人
に
買
は
れ
た
な
ど
云
ふ
噂
を
耳
に
し
ま
う
し
た
が
、
こ
ど
も
な

れ

ば
、
た
つ
ね
や
う
す
べ
も
無
う
て
、
た
ゴ
今
は
あ
ら
ぬ
を
ん
な
ご
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
ば
か
り
恋
ひ
つ
め
て
、
あ
に
ま
の
ぬ
け
た
や
う
に
、
あ
ぢ
け
な
う
日
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を
送
り
ま
う
し
た
。
・
…
：

　
図
書
館
　
人
々
は
み
ん
な
親
切
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
長
崎
の

　
　
　
　
　
コ
マ

巡
査

は
情
が
濃
や
か
で
あ
る
。
が
小
規
模
の
博
物
館
を
兼
ね
て
ゐ
る
長

崎
の
図
書
館
で
は
紹
介
状
の
な
い
僕
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
つ

た
。
の
み
な
ら
ず
帽
子
を
脱
い
で
読
書
せ
よ
と
叱
ら
れ
た
。
臆
て
書
庫

に

案
内
さ
れ
る
人
を
羨
望
し
な
が
ら
も
ら
へ
た
か
も
知
れ
な
い
N
氏
の

紹
介
状
が
惜
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
つ
た
ば
か
り
で
な
く
、
科
学
画
報

を

め

く
り
な
が
ら
勲
章
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
と
つ
く
づ
く
発
憤
し
た
。

机
に
頬
を
つ
い
て
ゐ
る
と
蝶
々
が
は
い
つ
て
来
る
。
蝶
々
は
肋
骨
の
飾

に

な
ら
ぬ
か
。

　

し
か
し
1
浜
町
通
り
の
橋
に
ぼ
ん
や
り
も
た
れ
て
ゐ
る
と
美
し
い

女
の
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
襟
に
毛
虫
が
ゐ
る
か
ら
と
つ
て
や
ら
う

と
の
こ
と
で
あ
る
。
註
に
曰
く
、
浜
町
通
り
と
は
長
崎
銀
座
で
あ
る
。

　
丸
山
花
街
ー
ー
さ
あ
ど
こ
で
し
た
ら
う
か
。

　
福
済
寺
　
　
長
崎
市
を
傭
敵
す
る
と
黄
瀟
氏
の
詩
で
彫
つ
た
版
画
が

展
望

さ
れ
る
。
詩
集
の
装
頓
に
美
し
い
海
の
色
彩
だ
。
教
会
堂
の
尖
塔

か

ら
オ
ル
ガ
ン
ま
で
ひ
び
い
て
来
る
。
港
は
鶴
に
似
て
ゐ
る
。
尤
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

翼
に

そ
ら
の
青
が
少
し
重
す
ぎ
る
。

　
浦
上
天
主
堂
ー
ー
隅
に
紅
金
巾
の
帷
の
垂
れ
た
繊
悔
台
の
椅
子
が
あ

る
。
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
氏
が
熱
心
に
「
西
方
の
人
」
を
読
ん
で

ゐ
た
が
振
り
向
か
う
と
も
し
な
い
。
僕
も
持
つ
て
行
つ
た
宮
本
顕
治
氏

の

文
学
評
論
集
を
繊
悔
椅
子
で
勉
強
し
た
。
こ
ん
な
書
斎
が
ほ
し
い
o

そ

と
に
出
た
ら
夕
焼
け
が
ま
つ
赤
に
た
ゴ
れ
て
美
し
か
つ
た
。
何
故
だ

ら
う
途
中
瞥
見
し
た
八
幡
の
溶
鉱
炉
の
火
花
が
目
の
な
か
で
咲
い
て
、

散
つ
た
。

　
ま
り
あ
観
音
　
　
そ
れ
は
ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
の
書
い
た
「
人

類
の
生
ん
だ
最
初
の
革
命
家
の
姿
」
で
は
な
い
。
芥
川
氏
を
動
か
し
た

ク
リ
ス
ト
の
一
生
は
「
天
上
か
ら
地
上
へ
登
る
た
め
に
、
無
残
に
も
お

れ
た
梯
子
で
あ
る
」
（
宮
本
顕
治
）

　
三
菱
造
船
所
　
　
牡
蠣
の
や
う
に
喰
ひ
さ
が
つ
て
ゐ
る
の
が
そ
れ
で

す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
活
動
小
屋
　
　
座
布
と
ん
を
敷
い
て
眺
め
て
ゐ
る
と
、
ふ
い
る
む
の

な
か
ま
で
上
海
丸
の
出
帆
汽
笛
が
ひ
と
を
さ
が
し
に
来
る
画
面
は
一
杯

の

霧
だ
。
ト
ー
キ
ー
は
随
分
昔
か
ら
あ
つ
た
の
さ
。

　
夜
　
　
叔
父

さ
ん
と
歩
き
な
が
ら
奈
良
と
京
都
と
長
崎
の
話
を
し
た
。

石
垣
が
歯
を
磨
い
て
ゐ
る
。
昼
ま
仏
蘭
西
の
三
色
旗
を
飾
つ
て
ゐ
た
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
の
上
に
紙
細
工
の
三
ケ
月
が
懸
つ
て
ゐ
る
。
尤
も
此
の
土

耳
古
の
旗
は
潮
で
く
ち
や
く
ち
や
に
し
め
つ
て
長
崎
の
灯
は
女
の
人
の

瞳
の
や
う
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
濡
れ
て
光
つ
て
た
び
人
を
南
蛮
人
に
し

て
了
ふ
o

　
叔
父

さ
ん
ー
に
い
さ
ん
、
生
徒
は
何
人
く
ら
い
ゐ
る
の
で
す
か
。

い

ま
、
六
十
人
く
ら
い
し
か
ゐ
な
い
。
せ
め
て
百
五
十
人
位
に
な
る
と

い

s
の
だ
が
。
填
波
裁
縫
女
学
校
は
本
石
灰
町
に
あ
る
。
だ
か
ら
女
学

生

は
娼
妓
酌
婦
藝
妓
御
紹
介
と
云
ふ
看
板
の
あ
る
格
子
戸
を
何
軒
も
通

つ
て

通
学

し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
。
に
い
さ
ん
が
今
日
は
書
取
の
試
験
を

し
て
ゐ
る
。
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崇
福
寺
ー
ー
朱
塗
の
竜
宮
門
の
下
に
立
つ
て
ゐ
る
と
へ
ん
に
腋
臭
の

匂
ひ

が

す
る
。
魚
で
は
な
い
。
葡
萄
牙
人
、
阿
蘭
陀
人
、
唐
人
、
西
班

牙
人
、
さ
う
し
て
長
崎
の
先
覚
者
達
の
豪
華
な
集
会
事
務
所
。
絵
画
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
チ
　
ペ
ダ
ン

陶
器
、
更
紗
、
牙
彫
、
鋳
金
、
今
日
は
趣
味
雑
誌
の
編
輯
会
議
だ
。
司

馬
江
漢
筆
蘭
人
、
古
伊
万
里
の
茶
碗
に
描
か
れ
た
甲
比
丹
、
唐
波
の
花

の

間
に
止
ま
れ
る
鵯
鵡
、
金
象
嵌
の
伴
天
連
、
種
ヶ
島
、
牙
彫
の
基
督
、

陶
器
の
麻
利
耶
観
音
、
長
崎
画
の
仏
蘭
西
人
、
あ
る
じ
せ
す
き
り
し
と
、

び

る
ぜ
ん
ま
り
や
、
あ
ん
じ
よ
、
は
ら
い
そ
い
ん
へ
る
の
…
…

　
石
橋
　
　
日
本
で
は
じ
め
て
鼻
眼
鏡
を
掛
け
た
の
は
此
の
橋
で
す
よ
。

立
ち
こ
め
る
両
岸
の
緑
の
黄
昏
れ
に
煙
つ
て
次
々
に
連
る
石
橋
遠
景
の

異
国
風
景

は
褐
色
に
な
つ
た
ハ
イ
カ
ラ
な
お
祖
母
さ
ん
の
写
真
を
想
ひ

出
さ
せ
る
。
変
色
し
て
ゐ
る
が
珍
ら
し
い
ば
か
り
で
な
く
た
ま
ら
な
く

な
つ
か
し
い
。
渡
来
オ
ス
カ
ー
ワ
イ
ル
ド
氏
に
は
ど
の
辺
に
立
つ
て
も

ら
つ
た
ら
似
つ
か
は
し
い
の
だ
ら
う
か
し
ら
。

　
洋
館i
古
風
な
長
い
間
風
雨
に
露
さ
れ
た
洋
館
が
夏
蔓
な
ど
に
抱

か

れ

て

ゐ
る
。
窓
が
眼
窩
の
具
合
に
眺
め
ら
れ
、
指
を
つ
＼
込
む
と
赤

あ
か
と
し
た
夕
暮
が
た
ま
つ
て
ゐ
る
。
長
崎
版
画
な
ど
に
あ
る
異
国
的

な
風
景
や
物
語
を
眺
め
て
来
た
窓
だ
。
裏
は
掘
割
で
泥
が
流
れ
て
ゐ
る
。

　
長
崎
ス
テ
イ
シ
ヨ
ン
ー
僕
は
毎
朝
出
掛
け
て
来
て
椅
子
で
葉
書
を

書

き
、
煙
草
を
ふ
か
し
な
が
ら
頭
の
な
か
で
林
芙
美
子
氏
の
小
説
を
め

v
つ
た
。
列
車
が
着
く
折
は
入
場
券
を
買
つ
て
待
ち
人
の
あ
る
様
な
気

持
に

な
る
こ
と
に
し
た
。
上
海
は
次
の
停
車
場
で
あ
る
。

　
茂
木
枇
杷
ー
枇
杷
の
比
で
は
な
い
。
少
女
達
の
美
し
さ
は
、
そ
れ

に

枇
杷
よ
り
大
輪
だ
。
味
は
　
　
僕
は
知
ら
な
い
、
が
此
処
の
枇
杷
の

味
は
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
程
な
の
だ
が
…
…

　
諏
訪
神
社
－
　
　
　
　
弓
古
Φ
ω
已
≦
p
N
巨
警
p

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

N
a
g
a
s
a
k
i
，
　
J
a
p
a
n
．

　
T
h
e
　
W
r
i
t
t
e
n
　
O
r
a
c
l
e
N
o
°
7

L
u
c
k
y
　
i
n
　
t
h
e
　
E
n
d
．

　
I
t
　
i
s
　
j
u
s
t
　
a
s
a
　
b
i
r
d
　
h
a
s
　
f
r
o
w
n
　
a
w
a
y
　
f
r
o
m
　
i
t
s
　
c
a
g
e
°

　
O
n
e
　
w
h
o
　
h
a
s
　
d
r
a
w
n
　
t
h
i
s
　
l
o
t
　
w
i
l
l
b
e
　
i
n
t
e
r
r
ξ
e
e
d
　
i
n

　
d
o
i
n
g
q

　

a
n
y
t
h
i
n
g
q
t
h
a
t
　
h
e
　
i
s
　
a
n
x
i
o
u
s
　
t
o
　
u
n
d
e
r
t
a
k
e
，

　

b
u
t
　
i
f
　
h
e
　
i
s
　
c
a
r
e
f
u
l
　
n
o
t
　
t
o
　
d
o
　
i
t
　
i
n
　
a
　
h
u
r
r
y

　

h
e
　
w
i
l
l
　
g
Q
e
t
　
r
i
d
　
o
f
　
t
h
a
t
　
o
b
s
t
a
c
l
e
°

　
C
h
a
n
c
e
．
　
B
a
d
　
i
t
　
f
i
r
s
t
．

　
W
i
s
h
e
s
．
　
W
i
l
l
　
b
e
　
f
u
l
f
i
l
l
e
d

　

tho
u
g
h
　
t
h
i
n
g
s
　
s
e
e
m
　
b
a
d
　
a
t
　
f
i
r
s
t
°

　
I
l
l
n
e
s
s
°
W
i
l
l
　
c
a
u
s
e
　
n
o
　
t
r
o
u
b
l
e
°

M
a
r
r
i
a
g
q
e
°
n
o
t
　
g
o
o
d
，
ぴ
e
t
t
e
r
　
t
o
　
p
o
s
t
p
o
n
e
°

　
T
r
i
p
．
…
…

　
P
e
r
s
o
n
　
e
x
p
e
c
t
e
d
．
…
：
・

　
M
e
s
s
a
g
e
．
…
…

船
　
　
僕
が
叔
父
さ
ん
に
送
ら
れ
て
船
に
乗
つ
た
の
は
雨
の
降
る
日
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で
あ
つ
た
。
桟
橋
が
上
下
に
揺
れ
た
。
小
さ
な
船
だ
が
海
は
そ
と
海
だ
。

風
が
払
塵

を
か
り
船
が
膝
を
伸
し
縮
め
す
る
。
鏡
の
な
か
で
顔
と
顔
と

が
船
酔
ひ
す
る
。
十
七
八
歳
の
怪
し
げ
な
小
娘
が
怪
し
げ
な
こ
と
を
し

て

ゐ
る
。
確
に
眠
つ
て
は
ゐ
な
い
。
空
も
海
も
一
色
で
海
が
空
に
な
り

空
が
海
に

な
り
船
が
天
井
を
這
ふ
。
佐
世
保
港
外
は
鯨
も
ゐ
る
が
、
ふ

か

の

名
産
地
だ
と
云
ふ
。
警
笛
が
鏡
の
な
か
で
ち
ぎ
れ
る
。
胃
の
な
か

で
ペ
ン

キ
が
か
ぶ
か
ぶ
す
る
。
目
を
と
ち
て
あ
の
人
を
こ
わ
さ
な
い
や

う
に
ー
。

　
そ

し
て
－
先
生
は
僕
に
作
文
が
書
け
た
か
と
お
つ
し
あ
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
僕
が
慶
応
の
文
科
に
入
つ
て
か
ら
何
か
あ
る
た
び
に
僕
を
さ
う
激

励
さ
れ
る
。
僕
は
始
め
て
作
文
を
ー
1
書
い
た
。
何
よ
り
も
と
思
つ
て

ロ
ハ
今
着
京
致
し
ま
し
た
旅
中
は
色
々
と
御
厚
情
を
得
…
…
と
云
ふ
葉
書

と
一
緒
に
こ
の
作
文
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
作
文
は
未
だ
船
酔
ひ
を
反

努
し
て
ゐ
る
が
先
生
は
頓
着
な
く
愛
読
さ
れ
る
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勲
章
を
も
ら
へ
る
小
説
を
書
く
ま
で
は
安
心
し
て
先
生
に
僕
の
作
文
を

捧
げ
る
こ
と
に
す
る
。
壊
れ
た
あ
の
人
は
旅
愁
の
チ
ユ
イ
ン
ガ
ム
で
は

ど
う
に
も
な
ら
ぬ
。
三
菱
造
船
所
が
歯
ぎ
し
り
を
し
て
ゐ
る
。
鏡
の
な

か

で
僕
の
い
が
ぐ
り
が
青
く
光
つ
て
k
t
く
o
　
（
右
）

　
い

さ
さ
か
奇
を
街
っ
た
感
の
あ
る
詩
句
も
散
見
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、

若
書

き
で
あ
り
、
表
現
す
る
こ
と
の
喜
び
が
直
裁
に
伝
わ
っ
て
来
て
街

奇
の
感
を
消
し
て
い
る
よ
う
に
私
は
受
け
止
め
る
。
こ
の
（
推
定
）
第

一
作
品
は
副
題
削
除
・
改
稿
の
上
、
第
一
詩
文
集
『
誕
生
日
』
（
自
家

版
、
3
9
・
6
）
の
巻
頭
詩
に
選
ば
れ
る
。
詩
人
主
体
の
再
生
1
1
〈
誕

生
〉
の
様
が
見
事
に
明
瞭
で
あ
る
。
長
詩
で
あ
る
が
こ
れ
も
全
文
を
掲

げ
て
置
く
（
傍
点
原
文
）
。
字
サ
ゲ
の
処
理
を
施
さ
な
い
。

　
僕
－
早
岐
駅
で
長
崎
行
き
の
列
車
を
待
ち
な
が
ら
、
ス
ウ
ツ
’
ケ
ー

ス

を
膝
に
し
て
葉
書
を
書
い
た
。
朝
、
葉
書
に
は
羽
根
が
あ
る
。
夜
に

は
魚
の
匂
ひ
が
す
る
。
は
じ
め
て
の
旅
、
そ
し
て
僕
の
流
浪
が
は
じ
ま

つ

た
。
葉
書
の
な
か
に
だ
け
記
録
さ
れ
た
生
涯
。
は
じ
め
て
の
た
ば
こ

に
、
十
八
歳
が
震
へ
な
が
ら
燐
寸
を
す
つ
た
。
た
つ
た
ひ
と
り
構
内
に

起

き
て
ゐ
て
、
お
ん
な
じ
と
こ
ろ
を
、
行
つ
た
り
、
来
た
り
し
て
ゐ
る

不
眠
症
の

大

き
な
掛
時
計
。
思
ひ
切
つ
た
欠
伸
で
三
時
を
知
ら
せ
る
。

下
駄
の
歯
音
が
暗
い
街
に
ひ
び
き
渡
り
、
や
が
て
汐
の
臭
ひ
が
朝
風
を

は
こ
ん
で
く
る
。

　
旅ー
サ
イ
ダ
ー
壇
と
一
緒
に
車
窓
か
ら
捨
て
く
だ
い
て
了
ひ
た
い

も
の
が
あ
る
。
特
別
急
行
列
車
の
食
堂
の
献
立
に
は
、
白
布
に
敷
殺
し

た

鶏
が

出
る
。
又
琵
琶
湖
や
浜
名
湖
や
富
士
山
ま
で
が
盛
ら
れ
る
。
夜

通

し
機
関
車
が
枕
の
な
か
を
往
復
す
る
駅
そ
ば
の
旅
館
。
床
の
な
か
で

海
が
い

つ

で

も
舌
な
め
ず
り
を
し
て
ゐ
る
。
茶
代
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
置

く
も
の
か
し
ら
。

　
長
崎－
日
本
に
生
れ
た
「
わ
た
し
の
ク
リ
ス
ト
」
は
必
ず
し
も
ガ

リ
ラ
ヤ
の
湖
を
眺
め
て
ゐ
な
い
。
赤
あ
か
と
実
の
つ
た
柿
の
木
の
下
に

長
崎
の
入
江
が
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　
大
浦
天
主
堂－
天
蓋
は
ほ
ん
の
り
黄
が
か
つ
た
優
し
い
水
色
に
着
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彩

さ
れ
、
猫
の
目
の
や
う
な
星
が
無
数
に
鐘
め
て
あ
る
。
青
、
赤
、
黄
、

緑
、
紫
、
榿
色
の
モ
ザ
イ
ッ
ク
の
菱
形
や
正
方
形
の
硝
子
窓
を
透
し
て
、

白
昼
初
夏
の
太
陽
に
照
し
出
さ
れ
た
南
欧
風
小
径
の
蔓
薔
薇
が
、
青
、

赤
、
黄
、
緑
、
紫
、
榿
色
に
、
縫
取
り
の
や
う
に
な
が
め
ら
れ
る
。
土

塀
の
覗
窓
に
置
か
れ
て
、
長
崎
港
は
ぎ
や
ま
ん
細
工
だ
。

　

日
本
の
聖
母
ま
り
あ
像
－
目
を
閉
ぢ
る
と
わ
た
し
は
す
つ
か
り
あ

な
た
に
な
つ
て
し
ま
ふ
。
わ
た
し
は
な
が
さ
き
に
ゐ
る
。
あ
な
た
は
、

い

ま
、
だ
れ
に
抱
か
れ
て
、
ど
こ
に
ゐ
る
か
。

　
又ー
そ
の
時
か
ら
ま
も
な
い
ほ
ど
と
覚
え
ま
う
す
る
。
を
な
ご
ん

こ
の
姿
が
ふ
と
ま
ち
か
ら
消
え
た
。
小
町
は
け
い
せ
い
に
売
ら
れ
た
、

い

な
唐
人
に
買
は
れ
た
な
ど
と
云
ふ
噂
を
耳
に
し
ま
う
し
た
が
、
こ
ど

も
な
れ
ば
、
た
つ
ね
や
う
す
べ
も
無
う
て
、
た
ゴ
、
い
ま
は
あ
ら
ぬ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
コ

ん

な
こ
の
こ
と
ば
か
り
恋
ひ
つ
め
て
、
あ
に
ま
の
抜
け
た
や
う
に
、
あ

ぢ

け
な
う
日
を
送
り
ま
う
し
た
。
や
が
て
耐
へ
か
ね
、
を
と
こ
ん
こ
は
、

唐
人
の

ま
ち
に
あ
て
も
な
う
ひ
と
り
た
び
立
ち
ま
う
し
た
。
…
…

　
図
書
館
i
人
々
は
皆
親
切
で
あ
つ
た
。
な
か
に
も
公
園
の
入
口
の

交
番
の
巡
査
は
、
退
屈
し
て
ゐ
て
い
か
に
も
親
切
で
あ
つ
た
。
が
小
規

模

な
博
物
館
を
兼
ね
た
図
書
館
で
は
み
じ
め
で
あ
つ
た
。
名
士
が
多
く

来
過
ぎ
る
の
で
あ
ら
う
。
帽
子
を
と
ら
な
い
で
読
書
す
る
と
云
つ
て
大

声
に

叱
咤

さ
れ
た
り
し
た
。
科
学
画
報
を
め
く
り
な
が
ら
、
か
な
し
か

つ

た
。
緑
色
の
雨
に
濡
れ
て
、
窓
か
ら
蝶
々
が
舞
ひ
込
ん
で
く
る
。

　
浜

町
　
　
こ
こ
は
長
崎
銀
座
。
竈
甲
細
工
、
長
崎
縫
針
、
カ
ス
テ
ー

ラ
、
寒
菊
、
文
旦
漬
、
東
披
肉
。
通
り
の
入
口
の
橋
桁
に
ぼ
ん
や
り
も

た

れ

て

ゐ
る
と
、
美
し
い
若
い
御
新
造
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
襟
に
毛

虫
が
つ
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
少
年
で
ゐ
た
い
と

悩
ん
で
ゐ
た
。
大
人
に
な
り
か
＼
つ
た
肉
体
が
湯
屋
の
鏡
に
映
る
あ
の

絶
望
。

　
丸
山
花
街
1
ー
地
図
で
見
る
と
、
市
の
真
中
。
こ
s
の
絵
葉
書
は
い

つ
も
昼
間
。
千
人
風
呂
み
た
い
に
、
い
つ
で
も
ひ
つ
そ
り
し
て
ゐ
る
。

　
福
済
寺
　
　
長
崎
市
を
傭
鰍
す
る
と
、
海
が
鯖
の
背
中
よ
り
青
い
。

緑
の
鎧
戸
の
あ
る
教
会
の
尖
頭
か
ら
オ
ル
ガ
ン
が
響
い
て
く
る
。
長
崎

は

日
本
か
ら
も
支
那
か
ら
も
切
支
丹
の
本
国
か
ら
も
遠
い
。
重
り
合
ひ

段
々
に
な
つ
て
ゐ
る
屋
根
瓦
を
太
陽
が
貝
殻
に
し
て
ゐ
る
。

　
浦
上
天
主
堂
－
隅
に
紅
金
巾
の
帷
の
垂
れ
た
繊
悔
椅
子
が
あ
る
。

ア

ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
氏
が
熱
心
に
「
西
方
の
人
」
を
読
ん
で
ゐ
る
。

庭
に

は
白
い
百
日
紅
の
花
盛
り
。
八
幡
の
溶
鉱
炉
よ
り
ま
つ
赤
に
た
ゴ

れ

た
夕
焼
け
。

　
ま
り
あ
観
音
1
そ
れ
は
ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
の
書
い
た
「
人

類
の
生
ん
だ
最
初
の
革
命
家
の
姿
」
で
は
な
い
。
芥
川
氏
を
動
か
し
た

ク
リ
ス
ト
の
一
生
は
「
天
上
か
ら
地
上
へ
登
る
た
め
に
、
無
残
に
も
折

れ
た
梯
子
で
あ
る
。
」
（
宮
本
顕
治
）

　
三
菱
造
船
所
ー
牡
蠣
の
や
う
に
海
に
へ
ば
り
つ
い
て
ゐ
る
。
肋
骨

の

な
か
を
汽
船
が
通
る
。
吾
妻
橋
を
電
車
が
通
る
や
う
に
。

　
活
動
写
真ー
今
日
も
座
蒲
団
代
を
に
ぎ
つ
て
南
座
で
活
動
写
真
を

な
が
め
て
暮
さ
う
。
ふ
い
る
む
の
な
か
ま
で
上
海
丸
の
出
帆
汽
笛
が
ひ

と
を
さ
が
し
に
来
る
。
画
面
は
一
杯
の
霧
。
昨
夜
大
波
止
の
居
酒
屋
で
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ト
ミ
ー
爺
さ
ん
は
コ
ツ
プ
を
前
に
置
い
て
、
睡
つ
た
ま
s
死
ん
だ
さ
う

な
。　

夜ー
叔
父
さ
ん
と
大
波
止
か
ら
海
ぞ
ひ
に
大
浦
海
岸
を
歩
く
。
石

垣
が
歯
を
み
が
い
て
ゐ
る
。
昔
並
ん
で
ゐ
た
阿
蘭
陀
の
酒
場
が
朝
鮮
料

理
に

代

り
、
黒
人
が
ピ
ア
ノ
を
鳴
ら
す
代
り
に
、
夜
釣
を
し
て
ゐ
る
職

工
さ
ん
が
ゐ
る
。
左
の
山
手
に
緑
色
の
ペ
ン
キ
塗
の
古
い
木
造
洋
館
。

右
に

サ
ン

パ
ン

の

岸
が
並
ぶ
。
昼
間
、
仏
蘭
西
の
三
色
旗
を
飾
つ
て
、

朝
刊
に
冒
険
談
が
出
て
ゐ
た
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
上
に
、
土
耳
古
の
旗

の

や

う
な
月
。
犬
の
影
が
道
を
大
き
く
ふ
さ
ぐ
。

　
叔
父

さ
ん
ー
に
い
さ
ん
。
生
徒
は
幾
人
く
ら
い
ゐ
る
の
で
す
か
。

さ
う
、
い
ま
六
十
人
く
ら
い
し
か
ゐ
な
い
。
せ
め
て
百
五
十
人
に
な
る

と
い
　
．
4
　
g
だ
け
れ
ど
。
理
波
裁
縫
女
学
校
は
、
本
石
灰
町
に
あ
る
。
だ

か

ら
袴
を
つ
け
た
生
徒
達
は
、
娼
妓
、
酌
婦
、
藝
妓
、
御
紹
介
と
云
ふ

看
板
の
あ
る
格
子
戸
を
何
軒
も
通
り
抜
け
て
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

昼
休
み

の

時
間
、
僕
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
流
行
歌
を
歌
つ
た
。
大
評
判
で

あ
つ
た
と
真
面
目
に
、
に
い
さ
ん
は
云
つ
た
。
に
い
さ
ん
が
い
ま
は
書

取
の
試
験
を
し
て
ゐ
る
。
ち
つ
と
も
売
れ
な
い
原
稿
ば
か
り
書
い
て
ゐ

た
兄
さ
ん
は
、
こ
s
に
養
子
に
来
て
か
ら
は
別
人
に
な
つ
て
ゐ
た
。

　
崇
福
寺
－
朱
塗
の
竜
宮
門
に
立
つ
て
ゐ
る
と
へ
ん
に
腋
臭
の
匂
が

す

る
。
き
く
の
匂
ひ
O
葡
萄
牙
人
、
阿
蘭
陀
人
、
唐
人
、
西
班
牙
人
。

み

な
乙
姫
様
を
さ
が
し
て
o
絵
画
、
陶
器
、
更
紗
、
牙
彫
、
鋳
金
。
唐

波
の
花
の
間
に
止
れ
る
鵬
鵡
。
金
象
嵌
の
伴
天
連
、
種
ヶ
島
、
牙
彫
の

基
督
、
陶
器
の
麻
利
耶
観
音
、
長
崎
画
の
仏
蘭
西
人
。
あ
る
じ
せ
す
き

り
し
と
、
び
る
ぜ
ん
ま
り
や
、
あ
ん
じ
よ
、
は
ら
い
そ
い
ん
へ
る
の
。

司
馬
江
漢
の
蘭
人
o
古
伊
万
里
の
茶
碗
に
動
こ
う
と
し
な
い
甲
比
丹
。

安
土
に

大
名
の
子
弟
を
教
育
す
る
和
仏
学
校
が
出
来
た
時
織
田
信
長
は
、

聖
フ

ラ
ン
シ
ス
、
サ
ビ
エ
ル
の
真
似
を
し
て
日
本
で
始
め
て
帽
子
を
か

ぶ

つ

て
、
得
意
然
と
列
席
し
た
。

　
石
橋
－
日
本
で
は
じ
め
て
鼻
眼
鏡
を
か
け
た
の
は
此
の
眼
鏡
橋
。

立

ち
込
め
る
両
岸
の
緑
の
黄
昏
れ
に
煙
つ
て
、
次
々
に
連
な
る
大
井
手

橋
、
編
笠
橋
、
古
町
橋
、
一
覧
橋
、
眼
鏡
橋
、
袋
橋
、
こ
の
異
国
風
景

は
洋
服
で
傘
を
持
ち
花
を
か
s
へ
た
褐
色
に
色
槌
せ
た
お
祖
母
さ
ん
の

写
真
を
思
ひ
出
せ
る
。
色
が
槌
せ
て
ゐ
る
こ
と
が
、
又
こ
れ
以
上
真
似

の

出
来
な
い
ハ
イ
カ
ラ
さ
を
作
り
出
し
て
ゐ
る
。
ア
ン
ド
レ
ヂ
ツ
ト
の

オ
ス
カ
ー
ワ
イ
ル
ド
論
。
江
戸
の
日
本
橋
、
岩
国
の
錦
帯
橋
、
そ
し
て
o

　
洋
館
　
　
長
い
間
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
ペ
ン
キ
の
は
げ
た
木
造
洋
館
が

夏
蔓
に

抱
か
れ

て

立
つ
て

ゐ
る
。
窓
に
指
を
つ
つ
込
む
と
、
赤
あ
か
と

し
た
夕
焼
け
が
た
ま
つ
て
ゐ
る
。
だ
ま
つ
て
様
々
な
異
国
的
な
風
景
や

物
語
を
な
が
め
て
来
た
眼
窩
だ
。
裏
の
掘
割
に
泥
が
な
が
れ
て
ゐ
る
。

　
長

崎
ス
テ
イ
シ
ヨ
ン
ー
僕
は
煙
草
を
ふ
か
す
の
が
す
つ
か
り
上
手

に

な
つ
た
。
自
働
電
話
で
五
銭
ピ
ア
ノ
を
聞
く
代
り
に
、
人
を
待
つ
や

う
な
気
持
に
な
つ
て
赤
い
入
場
券
を
買
つ
た
。
生
み
立
て
卵
の
や
う
な

入
場
券
で
あ
る
。
上
海
は
次
の
停
車
場
。
き
く
は
ど
こ
に
ゐ
る
。

　
茂
木
枇
杷ー
ブ
リ
キ
細
工
の
や
う
な
小
汽
船
が
絶
え
ず
扇
を
ひ
ろ

げ
て
ゐ
る
。
唐
八
景
か
ら
見
下
さ
れ
る
枇
杷
の
産
地
。
き
く
の
か
ら
だ

で
は

じ
め
て
を
ん
な
を
知
る
。
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f
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r
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g
q
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a
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．
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．

　
　
　
　
　
　
　
W
i
s
h
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W
i
l
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b
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f
u
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f
i
l
l
e
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t
h
o
u
g
h
　
t
h
i
n
g
s
　
s
e
e
m
　
b
a
d
　
a
t
　
f
i
r
s
t
．

　
　
　
　
　
　

M
a
r
r
i
a
g
q
e
　
n
o
t
　
g
q
o
o
d
，
　
b
e
t
t
e
r
　
t
o
　
p
o
s
t
p
o
n
e
°

　
船
ー
雨
の
降
る
日
叔
父
さ
ん
に
送
ら
れ
て
僕
は
船
に
乗
つ
た
。
桟

橋
。
僕
は
小
さ
い
船
で
こ
の
外
海
を
渡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
風
が
滅
茶
苦

茶
に
、
は
た
き
を
か
け
る
。
岩
は
ど
こ
で
も
膝
を
の
ば
し
た
り
縮
め
た

り
し
て
船
を
見
送
る
。
十
七
八
歳
の
小
娘
が
を
か
し
な
こ
と
を
し
て
ゐ

る
。
た
し
か
に
眠
つ
て
ゐ
な
い
。
胃
の
な
か
で
ペ
ン
キ
が
、
か
ぶ
か
ぶ

す
る
。
こ
s
は
佐
世
保
港
外
の
鯨
の
産
地
。
胸
の
な
か
に
き
く
を
こ
わ

さ
な
い
や
う
に
。
僕
は
石
鹸
の
匂
ひ
に
か
ぎ
い
つ
て
船
酔
と
闘
つ
て
ゐ

る
。
旅
o
　
1
九
三
二
年

　
初
出
と
比
較
、
詩
の
表
現
と
し
て
格
段
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
『
誕
生
日
』
一
巻
に
つ
い
て
は
他
所
で
解
析
を
試
み

ハア
　た

の

で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
見
ら
れ
る
通
り
の
詩
表
現
の
洗
練
が
詩
人

主
体
の
確
立
を
強
く
印
象
付
け
る
。
同
時
に
、
漸
層
的
に
招
き
入
れ
ら

れ

る
〈
き
く
〉
の
性
的
イ
メ
ー
ジ
が
、
〈
大
人
に
な
り
か
s
つ
た
肉
体

が

湯
屋
の
鏡
に
映
る
あ
の
絶
望
〉
を
抱
え
る
青
年
の
成
長
、
そ
れ
は
成

長
、
あ
る
い
は
多
分
に
自
然
過
程
的
な
成
熟
と
言
う
よ
り
、
意
志
的
に

選
ば
れ

る
社
会
的
／
性
的
人
間
の
誕
生
を
も
伝
え
て
い
る
こ
と
に
注
意

を
向
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
『
誕
生
日
』
に
は
佐
藤
春
夫
が
慈
愛
に
満
ち
た
「
序
に
代
ふ
る
文

（
そ
の
処
女
詩
集
誕
生
日
に
題
し
て
少
年
の
友
林
富
士
馬
君
に
与
ふ
）
」

を
寄
せ
て
い
る
。

　
　
　
詩
人
の

道

は
生
涯
の
道
で
あ
り
、
荊
棘
の
道
で
あ
る
所
以
の
も

　
　
の

は

君
も
も
う
十
分
に
知
つ
て
ゐ
る
通
り
で
あ
る
。
君
が
自
分
の

　
　
門
に
来
て
君
の
志
を
陳
べ
た
時
、
自
分
は
君
の
再
考
を
促
し
た
の

　
　
は
つ
い
昨
の
や
う
に
思
ふ
が
も
う
八
年
に
な
る
と
か
。
そ
の
間
に

　
　
つ

v
つ
く
と
君
を
観
る
に
君
も
亦
、
気
の
毒
に
も
生
れ
な
が
ら
の

　
　
詩
人
で
あ
る
。
1
異
常
性
格
者
で
あ
る
。

　
佐
藤
の
序
文
に
対
し
て
、
林
は
「
自
序
」
で
次
の
よ
う
に
応
じ
る
。

同
人
誌
を
通
じ
て
詩
人
主
体
の
再
生
を
繰
り
返
す
、
自
身
の
以
後
の
文

学
的
生
涯
を
見
通
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
今
日
こ
そ
は
、
疑
ひ
も
な
く
、
私
の
誕
生
日
で
あ

る
。
い
ま
迄
の
、
無
意
志
的
な
、
私
の
少
し
も
関
知
し
な
い
、
あ

の

誕
生
か

ら
の
、
だ
ら
だ
ら
と
惰
性
的
に
伸
び
て
来
た
、
そ
の
日

暮

し
の
一
日
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
私
は
死
ぬ
こ
と
が
出
来
な
か

つ
た
。
自
分
で
、
こ
の
生
涯
を
持
つ
こ
と
を
覚
悟
す
る
。
ひ
と
つ
、

死
ぬ
ま
で
生
き
て
行
つ
て
み
や
う
。

　
そ
の
、
ほ
ん
と
う
の
誕
生
日
に
、
私
は
い
ま
迄
書
い
て
来
て
ゐ
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た
も
の
の
な
か
か
ら
、
こ
れ
だ
け
を
纏
め
て
み
た
。
見
す
ぼ
ら
し

い

過
去
を
、
い
ま
こ
そ
素
直
に
受
取
つ
て
や
ら
う
と
決
心
し
た
。

そ

の

外
に
こ
の
世
に
於
け
る
、
誕
生
日
の
持
ち
方
を
知
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　
い

ち
日
、
私
は
祭
日
の
や
う
に
、
楽
し
く
、
こ
の
仕
事
に
従
事

し
、
原
稿
を
纏
め
た
。
い
ま
私
は
明
日
の
、
困
難
に
就
て
は
、
考

へ
な
い
。

　
佐
藤

は
的
確
に
林
の
資
質
を
見
抜
い
て
い
る
。
〈
詩
人
の
道
は
生
涯

の

道
で

あ
〉
る
。
同
人
誌
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
拠
っ
て
自
己
衝
迫
的
に

詩
人
主
体
の
再
生
を
志
向
し
続
け
る
、
佐
藤
の
言
葉
通
り
の
、
林
の
文

学
的
生
涯
で
あ
っ
た
。
私
事
に
わ
た
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

〈
君

も
亦
V
〈
異
常
性
格
者
で
あ
る
V
、
こ
の
選
別
な
賎
に
喜
ん
だ
若
い

日
を
嬉
し
そ
う
に
回
想
す
る
林
の
温
顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
昭
和
文
学

史
上
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
足
跡
を
残
し
た
一
人
の
詩
人
の
、
終

焉
と
始
発
の
確
認
／
推
定
と
い
う
本
稿
の
志
向
が
無
意
味
で
は
な
い
こ

と
を
信
じ
た
い
。

【注
】（

1
）
　
F
林
富
士
馬
年
譜
稿
」
（
近
代
文
学
資
料
と
試
論
の
会
『
近
代
文
学
資

　
　

料
と
試
論
』
1
、
0
3
・
H
）
、
r
研
究
動
向
　
林
富
士
馬
」
（
昭
和
文
学

　
　

会
『
昭
和
文
学
研
究
』
6
0
、
1
0
・
3
）
、
等
。

（
2
）
　
当
時
最
も
整
備
さ
れ
た
林
富
士
馬
年
譜
は
、
志
村
有
弘
編
『
林
富
士

　
　

馬
評
論
文
学
全
集
』
（
勉
誠
社
、
9
5
・
4
）
所
収
の
同
氏
編
「
林
富
士

　

馬
・
文
学
年
譜
」
で
あ
る
。
志
村
氏
は
林
に
関
す
る
情
理
兼
ね
備
え
た

　

発
言

を
重
ね
続
け
る
研
究
者
で
あ
り
、
私
が
得
た
学
恩
も
多
大
で
あ
る

　
　
が
、
例
え
ば
同
年
譜
が
「
昭
和
十
四
年
六
月
」
の
『
誕
生
日
』
刊
行
か

　
　
ら
始
め
ら
れ
て
い
て
そ
れ
以
前
が
不
分
明
、
先
ず
そ
の
期
間
の
動
向
を

　

補
い
、
散
見
さ
れ
る
誤
記
、
例
え
ば
「
日
本
教
育
新
聞
」
と
あ
る
紙
名

　
　
を
「
教
育
日
本
新
聞
」
に
訂
正
、
等
々
の
次
第
で
あ
る
。
補
遺
の
結
果

　

倍

旧
の
資
料
を
明
ら
か
に
し
得
た
。

（
3
）
　
『
曼
茶
羅
』
に
つ
い
て
は
未
実
見
。
犬
塚
潔
は
コ
ニ
島
由
紀
夫
と
林

　

富
士
馬

　
　
林
富
士
馬
先
生
の
霊
前
に
捧
ぐ
」
（
松
本
徹
他
編
『
三
島

　

由
紀
夫
研
究
1
3
　
　
三
島
由
紀
夫
と
昭
和
十
年
代
』
鼎
書
房
、
1
3
・
4
）

　
　
に
お
い
て
、
同
誌
創
刊
号
、
第
三
号
（
以
上
実
見
か
）
、
第
四
号
（
未

　
　
実
見
の
よ
う
で
、
〈
伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
の
三
島
由
紀
夫
展
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
ト
（
昭
和
5
4
年
）
〉
等
で
書
影
を
確
認
で
き
る
と
明
記
、
良
心
的
で
あ

　
　
る
）
の
書
影
を
掲
げ
て
い
る
。
犬
塚
氏
も
述
べ
る
通
り
、
同
誌
の
発
掘

　
　
は
絶
望
的
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
実
感
で
あ
る
。

（
4
）
　
当
連
載
の
初
回
で
林
は
「
同
人
誌
を
発
行
す
る
と
い
う
こ
と
」
に
つ

　
　
い
て
、
紙
幅
の
大
半
を
費
や
し
て
熱
弁
を
揮
っ
て
い
る
。
そ
の
初
回
当

　
　
時
に
つ
き
、
小
説
仕
立
て
（
作
中
で
林
は
柚
木
桂
馬
）
で
あ
る
が
葉
山

　
　
修
平
は
『
美
の
使
徒
』
（
龍
書
房
、
0
7
．
7
）
に
お
い
て
、
〈
同
人
雑
誌

　
　
を
バ
カ
に
し
て
い
る
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
〉
と
い
う
抗
議
と
と
も

　
　
に
、
〈
1
、
な
る
べ
く
多
く
の
同
人
雑
誌
を
取
り
上
げ
る
　
2
、
作
品

　
　
名
、
作
者
名
、
雑
誌
名
を
上
げ
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
　
3
、
あ

　
　
ら
す
じ
を
述
べ
る
。
不
可
能
な
ら
ば
作
中
人
物
名
と
か
、
事
件
と
か
、

　
　
背
景
と
か
を
、
短
く
と
も
い
い
か
ら
し
る
す
〉
と
い
う
要
求
を
掲
げ
た

　
　
封
書
が
『
文
學
界
』
編
集
部
に
届
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
こ
の
件

　
　
に
つ
い
て
は
私
も
林
か
ら
直
裁
に
確
認
し
て
い
る
）
。

（
5
）
　
大
森
光
章
は
『
た
そ
が
れ
の
挽
歌
』
（
圭
円
柿
堂
、
0
6
・
5
）
に
お
い

一 134一



　
　

て
、
〈
文
壇
に
沢
山
の
友
人
・
知
人
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
と
の

　
　
交
友
録
も
か
な
り
書
い
て
い
な
が
ら
、
口
を
開
け
ば
文
壇
や
文
芸
ジ
ャ
ー

　
　

ナ
リ
ズ
ム
を
批
判
し
、
晩
年
ま
で
同
人
誌
の
発
行
を
企
画
・
実
践
し
た
。

　
　
そ

の

意
味
で
は
行
動
に
矛
盾
が
あ
り
、
常
識
で
は
理
解
で
き
な
，
い
一
面

　
　
も
あ
っ
た
が
、
彼
を
知
る
者
で
、
彼
の
純
粋
無
垢
な
人
柄
を
疑
う
者
は

　
　
い
な
か
っ
た
ろ
う
V
と
述
べ
、
林
を
〈
文
壇
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
〉
と

　
　
評
し
て
的
確
で
あ
る
。

（
6
）
　
拙
稿
「
林
富
士
馬
・
資
料
と
考
察
　
　
（
四
）
始
発
期
作
品
二
篇
の

　
　
翻
刻
」
（
近
代
文
学
資
料
と
試
論
の
会
『
近
代
文
学
資
料
と
試
論
』
7
、

　
　
o
7
・
1
2
）
で
は
、
日
本
医
科
大
学
予
科
に
お
け
る
林
の
同
級
生
・
後
藤

　
　
光
正
の

私
宛
書
信

（
9
8
・
2
・
1
5
付
）
を
引
用
し
た
上
で
、

　
　
　
　
（
後
藤
書
信
の
文
面
を
受
け
て
）
日
本
医
科
大
学
在
学
中
に
林
が

　
　
　
関
っ
た
同
人
誌
の
概
略
が
判
然
と
す
る
だ
ろ
う
。
予
科
入
学
が
昭
和

　
　
　
十
三
年
四
月
、
こ
の
年
の
六
月
に
発
行
さ
れ
た
『
武
蔵
野
』
創
刊
号

　
　
　
に
、
早
速
「
空
花
雑
章
1
…
新
し
き
友
へ
」
を
寄
せ
て
い
る
。
管
見

　
　
　
の
限
り
こ
れ
が
活
字
に
な
っ
た
林
の
最
初
の
文
章
で
あ
る
。
同
年
十

　
　
　
二
月
発
行
の
『
ぶ
る
す
』
第
四
号
に
は
「
て
ん
で
常
時
的
な
余
り
に

　
　
　
も
反
時
世
的
な
1
空
花
雑
章
」
を
寄
稿
（
同
誌
第
三
号
は
十
二
年

　
　
　
十
二
月
発
行
、
林
は
関
り
を
持
た
な
い
）
。
ど
ち
ら
も
雑
然
と
し
た

　

　
　
断
片
の
集
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
r
て
ん
で
常
時
的
な
余
り
に
も
反

　
　

時
世
的
な
」
の
方
に
は
大
学
で
の
林
の
日
常
が
、
誇
張
の
過
ぎ
る
自

　
　

嘲
、
と
い
っ
た
感
も
あ
る
が
活
写
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

　
　
と
記
し
た
。
詳
し
く
は
史
料
的
な
価
値
を
持
つ
と
信
じ
る
拙
稿
を
参
照

　
　
さ
れ
た
い
が
、
こ
の
記
述
を
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
く
。

（
7
）
　
「
林
富
士
馬
『
誕
生
日
』
論
」
（
文
学
と
教
育
の
会
『
文
学
と
教
育
』

　
　
3
8
、
9
9
・
1
2
）
o
ま
た
伊
東
静
雄
と
の
詩
想
の
響
き
あ
い
と
い
う
観
点

　
　
か
ら
収
録
詩
篇
の
何
篇
か
を
論
じ
た
、
「
林
富
士
馬
・
資
料
と
考
察

1
（
六
）
伊
東
静
雄
と
響
き
あ
う
詩
想
」
（
近
代
文
学
資
料
と
試
論

の

会

『
近
代
文
学
資
料
と
試
論
』
9
、
0
8
・
1
2
）
が
あ
る
。

林
富
士
馬
の
発
言
引
用
の
一
切
は
原
資
料
（
初
出
誌
／
初
版
／
書
信
、
等
）

に

拠

る
。
従
っ
て
佐
藤
春
夫
「
序
に
代
ふ
る
文
」
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。
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